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雷
神
と
山
神
の
絆
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子

◆ キーワード　伝承曼荼羅／オンドリ雷神／山神（土地神）／来訪神／塩（岩塩）

（
一
）１

　

神
話
伝
承
は
一
つ
の
大
き
な
曼
荼
羅
世
界
を
構
築
し
て
い
る
。
一
話
一

話
の
神
話
伝
承
が
そ
の
時
々
の
語
り
手
の
安
直
な
思
い
つ
き
で
語
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
き
っ
と
祖
先
の
知
恵
を
潜
ま

せ
た
思
索
的
で
途
方
も
な
く
広
い
世
界
が
あ
る
の
に
相
違
な
い
か
ら
で
あ

る
。
思
え
ば
私
た
ち
の
心
は
天
よ
り
高
み
に
上
り
海
の
底
よ
り
も
低
き
に

達
し
、
宇
宙
の
果
て
ま
で
自
由
に
広
が
っ
て
い
く
。
こ
の
「
心
」
は
、
平

面
で
は
な
く
、
広
大
無
限
の
球
形
を
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
い
う
ま
で

も
な
く
神
話
伝
承
の
世
界
も
こ
の
「
心
」
に
内
在
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
い
う
「
伝
承
」
と
は
、
口
承
書
承
の
神
話
故
事
叙
事

詩
等
ば
か
り
か
、
踊
ら
れ
舞
わ
れ
歌
わ
れ
、
纏
わ
れ
被
ら
れ
戴
か
れ
、
切

ら
れ
描
か
れ
織
ら
れ
刺
綉
さ
れ
刷
ら
れ
彫
ら
れ
、
更
に
村
の
祭
り
で
と
り

行
わ
れ
る
種
々
の
儀
式
儀
礼
行
事
等
も
含
む
。
有
形
無
形
に
造
形
さ
れ
創

造
さ
れ
表
現
さ
れ
る
す
べ
て
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
丸
ご
と
の
営
み
を
、
私

は
〈
伝
承
曼
荼
羅
〉
と
名
づ
け
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
読
み
解
く
早
道
が

口
承
書
承
の
神
話
故
事
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
伝
承
曼
荼
羅
を
み
る
と
、
曼
荼
羅
の
核
心
に
オ
ン
ド
リ
・
メ
ン

ド
リ
の
姿
を
し
た
雷
神
（
天
神
）
が
お
ら
れ
た
（
両
性
具
有
）。
私
は
こ
れ

を
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
と
表
し
て
い
る
が
、
こ
の
雷
神
が
曼
荼
羅
世
界
に

そ
の
全
能
の
力
量
と
哲
学
を
く
ま
な
く
放
射
し
て
、
す
べ
て
の
神
々
を
曼

荼
羅
の
駒
絵
の
中
に
固
定
し
て
い
る
。
二
十
年
来
の
持
論
で
あ
る
。

　

こ
の
伝
承
曼
荼
羅
の
世
界
に
は
、
英
明
な
祖
先
の
子
孫
に
伝
え
る
べ
き
知

恵
が
そ
っ
く
り
詰
ま
っ
て
い
る
。
ま
し
て
そ
の
知
恵
は
、
た
か
だ
か
私
た
ち

の
世
代
で
使
命
を
終
え
て
し
ま
う
よ
う
な
貧
相
な
も
の
で
は
な
く
、
遙
か
未

来
の
子
孫
に
向
け
て
い
つ
ま
で
も
発
信
し
続
け
る
性
質
を
も
つ
。
伝
承
曼
荼

羅
は
雷
神
の
理
念
や
哲
学
を
常
時
人
々
に
伝
達
し
、
人
々
の
願
い
も
神
々
へ

伝
達
す
る
、
そ
ん
な
宇
宙
大
の
発
信
と
受
信
の
装
置
で
あ
っ
た
。

２

　
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
は
太
陽
神
で
あ
り
【
図
１
】、
天
地
を
開
い
た
鍛
冶

神
で
あ
り
万
物
を
創
造
し
た
創
造
神
で
あ
り
、
作
物
の
種
を
も
た
ら
し
て
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そ
れ
を
豊
作
に
し
た
豊
穰
神
（
穀
物
神
）
で
あ
り
、
弱
者
を
扶
け
悪
者
を

く
じ
く
善
神
で
あ
り
避
邪
禳
災
と
疫
病
駆
除
の
至
高
神
で
あ
る
。
そ
し
て

な
に
よ
り
も
人
類
の
祖
を
授
け
た
祖
先
神
で
あ
り
始
祖
神
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
雷
神
は
「
こ
の
世
は
働
き
者
で
心
清
ら
な
人
類
で
満
た
さ
れ
る
べ
き

も
の
」
と
い
う
確
固
と
し
た
哲
学
を
も
ち
、「
そ
ん
な
世
の
現
出
こ
そ
が
真

の
豊
饒
で
あ
る
」
と
い
う
理
念
を
も
っ
て
い
る
。
思
え
ば
そ
れ
こ
そ
が
祖
先

の
心
底
に
あ
る
究
極
の
願
い
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
私
た
ち
の
明
る
い
未
来

図
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
神
話
学
は
未
来
学
な
の
で
あ
る
。　

と
こ
ろ
で
雷
神

は
神
の
世
の
こ
と

は
二
の
次
に
し
て

こ
の
世
の
こ
と

ば
か
り
心
に
か

け
、
何
事
か
起
っ

た
時
に
は
ゴ
ロ
ゴ

ロ
ー
ッ
と
駆
け
つ

け
て
来
て
く
れ

る
。そ
れ
で
も〈
天

の
一
日
地
の
一

年
〉（
こ
の
世
の

一
年
間
と
い
う
長

さ
の
時
間
が
、
天

上
界
で
は
た
っ
た

の
一
日
に
相
当
す
る
）
と
い
う
時
間
の
法
則
が
あ
る
か
ら
、
雷
神
が
三
日

寝
て
し
ま
う
と
こ
の
世
は
三
年
間
も
の
日
照
り
に
襲
わ
れ
る
。
そ
こ
で
雷

神
が
寝
込
ん
で
し
ま
わ
ぬ
よ
う
に
、
祖
先
は
面
倒
な
ほ
ど
の
節
日
（
祭
り
）

を
設
定
し
た
。

　

実
際
そ
れ
は
有
効
に
機
能
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
け
て
も
天
は
高
く

て
遙
か
、
そ
の
上
こ
の
世
も
な
か
な
か
広
い
。
こ
の
世
の
す
べ
て
に
目
配

り
す
る
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
は
一
時
も
休
む
間
が
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
け

れ
ど
も
そ
こ
は
知
恵
深
い
祖
先
の
こ
と
、
鍛
冶
の
権
化
の
観
音
を
良
き
援

助
者
と
し
て
登
場
さ
せ
た
こ
と
は
、
す
で
に
別
稿
で
論
じ
た（

１
）。

　

加
え
て
活
躍
す
る
の
は
山
神
で
あ
る
。
時
と
し
て
雷
神
に
成
り
代
わ
る

目
覚
ま
し
い
働
き
も
す
る
。
山
神
は
雷
神
と
の
間
に
、
雷
神
と
そ
の
他
の

神
々
と
の
間
に
は
決
し
て
認
め
ら
れ
な
い
特
異
で
神
聖
な
絆
を
も
つ
（
観

音
を
除
い
て
）。
両
者
に
は
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
と
同
時
に
対
立
点
も
有

す
る
。
こ
の
対
立
性
は
、
な
に
よ
り
両
者
の
不
可
分
の
関
係
を
鮮
明
に
表

明
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
従
来
か
ら
の
持
論
の
「
山
神
は
こ
の
世
に
お

け
る
雷
神
の
理
念
の
具
現
者
」
と
い
う
命
題
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
雷
神
と
山
神
と
の
共
通
点
と
対
立
点
を
明
ら
か
に
し
て
、
こ
の

命
題
を
導
き
出
し
た
道
筋
を
示
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
ず
か
ら
日

本
の
山
神
と
の
異
同
が
表
わ
れ
る
た
め
、
中
国
の
“
ま
れ
び
と
”“
来
訪
神
”

は
実
は
山
神
で
は
な
か
ろ
う
か
と
す
る
持
説
の
補
強
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る（
２
）。気

に
な
っ
た
り
す
る
と
、
お
参
り
に
来
る
。
こ
の
先
の
、
ず
う
っ
と
上

の
方
に
は
山
神
が
い
て
、
元
旦
に
は
必
ず
そ
こ
に
も
お
参
り
す
る
。
私

も
と
っ
く
に
行
っ
て
来
た
。

と
の
由
。
低
地
に
広
が
る
水
田
を
少
し
上
が
っ
た
所
か
ら
山
へ
続
く
傾
斜

地
に
家
々
が
連
な
り
、
村
の
周
囲
に
は
山
々
が
巡
っ
て
い
る
。
山
に
山
神
、

村
に
山
神
土
地
、
そ
し
て
田
畑
に
下
り
る
村
の
入
口
に
土
地
神
が
い
る
と

い
う
構
図
に
な
っ
て
い
た
。
石
家
一
族
の
祖
先
神
・
加
護
神
（
他
姓
の
村

人
は
お
参
り
し
な
い
）
は
、
病
気
平
癒
の
願
い
も
聞
き
届
け
て
く
れ
る
。

　

一
九
九
六
年
三
月
二
十
二
日
に
訪
ね
た
雲
南
省
大
理
白
族
自
治
州
の
周

城
（
白ペ

ー
族
）
で
も
、
土
地
の
人
か
ら
「
山
神
廟
が
あ
る
」
と
聞
い
て
高
台

を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
探
し
た
が
、
み
つ
か
ら
な
い
。
よ
う
や
く
探
し
当
て

た
山
神
様
は
、
な
ん
と
低
地
の
大
樹
の
根
元
に
あ
っ
た
。
偽じ

か

い海
と
い
う
湖

は
す
ぐ
間
近
か
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
廟
の
正
面
の
土
壁
に
は
「
山
神

佑
下
」（
山
神
の
ご
加
護
の
下
に
）
と
あ
り
、
右
に
「
山
神
保
佑
来
往
客
」

（
山
神
は
旅
人
の
安
全
を
護
る
）、
左
に
「
土
地
扶
持
種
田
人
」（
土
地
神
は

お
百
姓
を
加
護
す
る
）
と
あ
り
、
脇
の
壁
に
も
「
土
地
老
爺
」
と
あ
っ
た
。

通
り
か
か
っ
た
村
人
に
よ
る
と
、

こ
れ
は
土
地
廟
で
土
地
老
爺
の
社
。
山
神
と
呼
ぶ
人
も
い
る
。

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
こ
の
彩
色
し
た
塑
像
の
山
神
は
、
村
人
の
加
護
ば

か
り
か
旅
人
も
加
護
す
る
。

　

ど
う
や
ら
中
国
で
は
、
山
頂
や
山
中
な
ら
ば
山
神
と
い
い
、
平
地
や
盆

地
な
ら
ば
土
地
神
、
そ
の
中
間
な
ら
ば 

山
神
土
地 

、
古
く
か
ら
の
呼
称
な

ら
ば
社
、
都
市
部
な
ら
城
隍
の
よ
う
な
違
い
が
あ
り
、
ま
た
社
王
は
土
地

〔図1〕太陽の〈オンドリ雷神〉
連環画「高辛と龍王」（耿族）

〔『中国神話故事大全』1990浙江少年児童出版社〕
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３

　

そ
れ
に
は
「
山
神
」
に
つ
き
些
か
説
明
を
加
え
る
要
が
あ
ろ
う
。
た
と

え
ば
中
国
の
伝
承
曼
荼
羅
に
は
鼠
や
猿
、
カ
エ
ル
、
ム
カ
デ
、
犬
、
牛
、
馬
、

そ
れ
に
虎
や
熊
、
狼
等
、
多
く
の
山
神
が
い
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
も
あ
る

一
定
の
土
地
を
管
轄
す
る
も
の
の
、
本
稿
で
扱
う
山
神
は
こ
の
よ
う
な
動

物
神
は
除
く
。

　

本
稿
で
問
題
に
す
る
の
は
、
山
神
爺イ

エ
、
山
神
爺
爺
、
山
神
娘ニ

ャ
ン
ニ
ャ
ン

娘
、

老ラ
オ
パ
ー
ト
ウ

把
頭
、
山
神
伯ポ

ー
ポ
ー伯

、
山
伯
、
山
神
土
地
、
土
地
、
土
神
、
土
地
神
、
土

地
公コ

ン
、
土
地
公
公
、
土
地
爺
、
土
地
老
、
土
地
婆ポ

ー
、
土
地
柑ナ

イ
ナ
イ柑

、
土
地
菩
薩
、

土
地
伯
公
、
土
地
伯
伯
、
地
主
、
宅
神
、
土
王
、
土
主
、
土
官
、
土
地
菩
薩
、

岩
菩
薩
、
地
母
、
地
母
娘
娘
、
婆
王
、
社
、
社
神
、
社
王
、
社
母
、
社
皇
、

社
公
、
社
公
伯
伯
、
社
婆
、
社
官
、
村
社
、
城
隍
、
城
隍
土
地
、
城
隍
爺
、

城
隍
夫
人
等
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
神
々
で
あ
る
（
一
般
に
爺
、
爺
爺
、
婆
、

柑
柑
は
年
長
男
性
、
年
長
女
性
へ
の
尊
称
。
娘
娘
は
女
神
の
意
）。

　

一
九
九
〇
年
十
一
月
十
八
日
に
貴
州
省
黔
南
布
依
族
苗
族
自
治
州
三
都

水
族
自
治
県
揚
拱
郷
の
水
昂
村
に
石
国
義
氏（
水ス

イ
族
）の
お
宅
を
訪
ね
た
折
、

村
の
入
口
に
大
き
な
人ひ

と
が
た形

の
土
地
神
が
立
っ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
水
族
の

新
年
に
当
た
る
端

ト
ワ
ン
チ
ェ節

の
日
で
、
石
家
の
裏
手
の
木
の
根
元
に
も
土
地
神
が

い
て
、線
香
と
紙
銭
が
供
え
ら
れ
、お
神
酒
を
ふ
り
か
け
た
様
子
が
あ
っ
た
。

石
氏
の
説
明
で
は
、

村
の
入
口
の
土
地
神
は
虎
の
侵
入
を
防
い
で
い
る
。
こ
れ
は
石
家
の
土

地
神
。
こ
こ
ら
で
は
山
神
土
地
と
い
う
。
早
朝
（
元
旦
）
に
石
姓
の
人

た
ち
が
三
三
五
五
お
参
り
に
来
て
い
た
よ
。
ふ
だ
ん
で
も
子
ど
も
が
病

気
に
な
っ
た
り
す
る
と
、
お
参
り
に
来
る
。
こ
の
先
の
、
ず
う
っ
と
上

の
方
に
は
山
神
が
い
て
、
元
旦
に
は
必
ず
そ
こ
に
も
お
参
り
す
る
。
私

も
と
っ
く
に
行
っ
て
来
た
。

と
の
由
。
低
地
に
広
が
る
水
田
を
少
し
上
が
っ
た
所
か
ら
山
へ
続
く
傾
斜

地
に
家
々
が
連
な
り
、
村
の
周
囲
に
は
山
々
が
巡
っ
て
い
る
。
山
に
山
神
、

村
に
山
神
土
地
、
そ
し
て
田
畑
に
下
り
る
村
の
入
口
に
土
地
神
が
い
る
と

い
う
構
図
に
な
っ
て
い
た
。
石
家
一
族
の
祖
先
神
・
加
護
神
（
他
姓
の
村

人
は
お
参
り
し
な
い
）
は
、
病
気
平
癒
の
願
い
も
聞
き
届
け
て
く
れ
る
。

　

一
九
九
六
年
三
月
二
十
二
日
に
訪
ね
た
雲
南
省
大
理
白
族
自
治
州
の
周

城
（
白ペ

ー
族
）
で
も
、
土
地
の
人
か
ら
「
山
神
廟
が
あ
る
」
と
聞
い
て
高
台

を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
探
し
た
が
、
み
つ
か
ら
な
い
。
よ
う
や
く
探
し
当
て

た
山
神
様
は
、
な
ん
と
低
地
の
大
樹
の
根
元
に
あ
っ
た
。
偽じ

か

い海
と
い
う
湖

は
す
ぐ
間
近
か
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
廟
の
正
面
の
土
壁
に
は
「
山
神

佑
下
」（
山
神
の
ご
加
護
の
下
に
）
と
あ
り
、
右
に
「
山
神
保
佑
来
往
客
」

（
山
神
は
旅
人
の
安
全
を
護
る
）、
左
に
「
土
地
扶
持
種
田
人
」（
土
地
神
は

お
百
姓
を
加
護
す
る
）
と
あ
り
、
脇
の
壁
に
も
「
土
地
老
爺
」
と
あ
っ
た
。

通
り
か
か
っ
た
村
人
に
よ
る
と
、

こ
れ
は
土
地
廟
で
土
地
老
爺
の
社
。
山
神
と
呼
ぶ
人
も
い
る
。

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
こ
の
彩
色
し
た
塑
像
の
山
神
は
、
村
人
の
加
護
ば

か
り
か
旅
人
も
加
護
す
る
。

　

ど
う
や
ら
中
国
で
は
、
山
頂
や
山
中
な
ら
ば
山
神
と
い
い
、
平
地
や
盆

地
な
ら
ば
土
地
神
、
そ
の
中
間
な
ら
ば 

山
神
土
地 

、
古
く
か
ら
の
呼
称
な

ら
ば
社
、
都
市
部
な
ら
城
隍
の
よ
う
な
違
い
が
あ
り
、
ま
た
社
王
は
土
地
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神
よ
り
広
い
土
地
を
管
轄
す
る
な
ど
と
も
い
う
も
の
の
、
中
身
は
同
じ
か

緩
慢
な
境
界
が
あ
る
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。

　

私
は
従
来
か
ら
そ
れ
ら
の
代
表
と
し
て
「
山
神
」
を
用
い
て
い
る
が
、

事
例
と
し
て
挙
げ
る
場
合
に
は
そ
の
事
例
の
呼
称
を
尊
重
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。４

　

一
九
九
一
年
十
一
月
二
十
三
日
に
広
西
壮
族
自
治
区
金
秀
瑶
族
自
治
県

の
山
深
い
六
巷
郷
に
花
藍
瑶
（
瑶ヤ

オ
族
の
一
族
支
）
の
門
頭
村
を
訪
ね
た
折
、

雑
木
林
の
中
の
ひ
と
き
わ
高
い
杉
の
木
の
脇
に
小
さ
な
社
王
廟
が
た
た
ず

ん
で
い
た
。
相
金
徳
氏
（
花
藍
瑶
、
郷
長
）
に
「
こ
の
社
王
は
土
地
神
と

解
し
て
よ
い
か
」
と
問
う
と
、「
そ
れ
で
も
良
い
が
、
こ
こ
で
は
山
神
土
地

と
い
う
」
と
い
う
お
答
え
。
そ
し
て
す
ぐ
に
、

こ
れ
は
「
村
庄
社
王
」（
村
の
社
王
）
と
い
う
兄
で
人
畜
を
護
り
、
遙
か

向
こ
う
の
畑
に
は
「
田
頭
社
王
」（
田
畑
の
社
王
）
と
い
う
弟
が
い
て
、

作
物
を
護
る
。

と
付
け
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
村
は
村
人
も
作
物
も
家
畜
も
社
王
兄
弟
に
護

ら
れ
て
い
る
の
だ
っ
た
。

　

日
本
で
は
、
春
と
秋
に
山
の
神
と
田
の
神
の
交
代
、
も
し
く
は
去
来
が

行
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
広
く
み
ら
れ
る
と
い
う
。
け
れ
ど
も
中
国
で
は
、

そ
の
よ
う
な
事
例
を
聞
か
な
い
。
田
畑
に
は
田
畑
の
神
が
、
山
に
は
山
の

神
が
、
ど
れ
ほ
ど
小
さ
な
区
画
で
も
一
定
の
土
地
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、

そ
こ
に
は
そ
の
土
地（
山
林
、地
形
、地
層
）を
司
る
山
神
が
お
ら
れ
る
。「
寨

頭
土
地
」
は
村
の
土
地
神
、「
本
家
土
地
」
は
某
一
族
の
土
地
神
、更
に
「
廟

門
土
地
」
と
か
「
花
園
土
地
」
と
か
の
よ
う
に
。
他
所
か
ら
出
張
し
て
来

る
山
神
の
援
助
を
頼
む
要
は
な
い
し
、
第
一
ど
の
山
神
も
自
分
の
管
轄
地

の
経
営
に
精
一
杯
で
あ
る
。

　

な
お
、
山
神
は
そ
の
土
地
に
よ
っ
て
大
樹
（
龍
樹
、
神
樹
等
）
や
う
っ
そ

う
と
茂
る
森
、
洞
、
崖
等
で
あ
っ
た
り
、「
石
か
ら
生
ま
れ
た
」
と
い
う
神
話

伝
承
群
が
語
る
通
り
石
で
あ
っ
た
り
。
大
岩
、
卵
石
、
直
立
し
た
石
、
男
性

器
に
似
た
石
、
乳
房
に
似
た
石
、
三
つ
石
【
図
２
】、
ま
か
不
思
議
な
形
の
石
、

そ
れ
に
彩
色
し
た
塑
像
等
多
様
で
あ
る
。
そ
の
在
所
は
見
聞
に
よ
れ
ば
山
頂

や
大
樹
の
根
元
、

大
岩
の
下
、
村
の

入
口
、
辻
、
丁
字

路
、
墓
地
等
で
あ

り
、
川
の
ほ
と
り
、

そ
れ
も
で
き
れ
ば

大
樹
の
伸
び
る
所

に
あ
っ
た
。
水
辺

の
大
樹
が
立
つ
場

所
に
神
聖
な
石
を

置
け
ば
理
想
で
あ

る
ら
し
い
。

〔図2〕三つ石の山神（社王）
金秀瑶族自治県六巷郷の上古鎮への道沿いにて

（1991年11月21日）
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（
二
）

　

最
初
に
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
と
山
神
と
の
一
致
点
か
ら
始
め
た
い
。
取
り

急
ぎ
確
認
す
る
と
、

　
（
ａ
）
に
〔
鶏
形
、
鳥
形
〕
で
あ
る
こ
と

　
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
は
い
う
ま
で
も
な
く
鶏
の
姿
【
図
３
】。
大
山
の
頂

や
大
樹
の
樹
冠
部
、
柱
の
先
端
、
屋
根
と
い
っ
た
高
み
は
雷
神
の
玉
座
で

あ
る
。〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
の
ム
ス
メ
の
天
女
た
ち
は
し
ば
し
ば
メ
ン
ド
リ

（
白し

ら
と
り鳥

）
と
な
っ
て
こ
の
世
の
水
辺
に
現
れ
、
ひ
と
し
き
り
沐
浴
し
て
天
へ

帰
っ
て
行
く
。
そ
の
際
、
肩
や
上
腕
、
脇
の
下
に
翼
を
挿
し
て
飛
来
し
、

抜
い
て
水
に
入
り
、
再
び
挿
し
て
飛
び
去
る
。

　

一
方
山
神
は
さ
ま
ざ
ま
な
姿
に
し
ろ
、
そ
こ
に
翼
で
飛
翔
す
る
姿
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
『
苗

ミ
ャ
オ

族
史
詩（

３
）』

の
「
兄
弟
別
居
」
の
段
は
、

雷
公
（
雷
様
の
意
）
は
龍
や
虎
、
人
等
多
数
兄
弟
で
こ
の
世
を
分
配
し

て
西
天
を
得
た
。
高
い
空
を
手
に
入
れ
た
。
／
雷
公
が
天
に
行
く
時
、

土
地
爺
爺
が
松
明
で
照
ら
し
た
。
雷
公
が
忘
れ
た
緞
子
の
座
椅
子
を
、

土
地
爺
爺
は
担
い
で
後
を
追
っ
た
。

と
歌
い
、「
日
月
鋳
造
」
の
段
で
は
、

聡
明
な
土
地
爺
爺
、
足
に
翼
が
生
え
た
よ
う
に
、
た
ち
ま
ち
天
に
上
り
、

日
月
が
動
か
ぬ
よ
う
に
す
る
手
段
を
、
天
神
と
共
に
考
え
た
。
／
土
地

爺
爺
が
河
を
首
に
か
け
井
を
頭
に
戴
き
、
星
を
袖
に
釘
づ
け
し
て
手
に

持
ち
、
日
月
を
肩
に
担
い
で
天
に
上
っ
て
行
っ
た
。

と
歌
い
、
ま
た
雲
南
省
楚
雄
彝
族
自
治
州
大
姚
県
の
彝イ

族
の
「
黒ヘ

イ
ム
ー
ユ
エ

木
越
と

色ソ
ー
ル
オ
ミ
ー

絡
米
」（

４
）は

、

色
絡
米
と
い
う
娘
が
〈
馬
に
揺
ら
れ
て
お
嫁
入
り
〉
し
た
先
の
貧
し
い

狩
人
・
黒
木
越
は
、
実
は
土
主
（
山
神
）
の
息
子
で
、
左
右
の
腋
の
下

に
三
本
の
白

は
く
ち
ょ
う鳥

の
羽
毛
が
生
え
、
三
拍
す
る
と
空
を
飛
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

と
語
っ
て
い
る
。
山
神
も
天
を
飛
ぶ
。

　
（
ｂ
）
に
〔
小
さ
子
〕
で
あ
る
こ
と

　
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
は
鶏
卵
に
籠
る
〈
小
さ
子
〉
で
あ
る
。
瞬
時
に
大
き

く
な
る
に
し
ろ
。
天
女
も
龍
女
も
鶏
卵
に
籠
る
〈
小
さ
子
〉
で
あ
る
。

　

一
方
、
山
神
に
も
鶴
髪
“
童
顔
”（
白
髪
頭
に
童
顔
）
と
い
う
形
容
が
つ

い
て
回
る
。
神
話
伝
承
で
「
鶴
髪
童
顔
の
老
人
が
現
れ
て
…
…
」
の
よ
う

に
表
現
さ
れ
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
山
神
（
も
し
く
は
観
音
、
ま
れ
に
雷
神
）

〔図3〕大地を水底に沈ませる〈オンドリ雷神〉
（挿絵『苗族史詩』洪水の章）
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の
変
じ
た
姿
と
解
さ
れ
る
。

　
（
ｃ
）
に
〔
住
民
票
は
西
〕
の
こ
と

　

雷
神
の
本
籍
地
は
天
に
あ
り
、
山
神
の
本
籍
地
は
こ
の
大
地
に
あ
る
の

は
も
と
よ
り
だ
が
、
住
民
票
を
見
れ
ば
共
に
「
西
」
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

雷
神
は
前
述
の『
苗
族
史
詩
』に
よ
っ
て
も「
西
」の
天
に
住
民
票
を
置
く
。

〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
が
東
か
ら
昇
る
太
陽
を
呼
び
出
す
に
は
、
や
は
り
西
の

方
角
に
い
る
の
が
理
に
叶
う
。

　

そ
し
て
「
金
銀
歌
」
の
段
で
は
、

土
地
神
は
村
の
西
に
住
ん
で
い
る
。

と
も
歌
い
、
雲
南
省
保
山
県
の
彝
族
の
叙
事
詩
「
金
盆
地（

５
）」

も
、

永
昌
（
保
山
の
旧
称
）
盆
地
が
龍
の
し
わ
ざ
で
洪
水
。
雲
間
か
ら
神
が

降
臨
、
そ
の
神
は
稲
藁
の
縄
で
山
を
背
負
っ
て
い
る
。
左
足
は
瓦
馬
龍

洞
盆
地
に
着
い
た
の
に
、
右
足
は
ま
だ
西
天
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
オ
ン

ド
リ
が
鳴
い
た（
夜
明
け
）の
に
驚
い
て
西
山
の
下
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

人
々
は
そ
こ
に
地
母
廟
を
建
て
た
。

と
歌
う
。
住
民
票
は
西
で
あ
っ
た
。

　

だ
か
ら
西
は
神
話
世
界
で
は
「
日
の
落
ち
る
所
、
穀
物
の
粒
は
柿
の
実

ほ
ど
あ
り
、
穂
は
馬
の
尾
の
よ
う
。
そ
こ
で
人
々
は
西
へ
の
移
動
を
開
始

し
た
」
と
か
、「
西
で
は
金
鶏
が
飛
び
回
っ
て
上
手
に
畑
を
耕
し
種
を
ま
く

所
」と
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。「
西
は
陸
地
に
近
い
」と
い
う
観
念
も
あ
っ

て
、
雷
神
も
山
神
も
何
事
か
あ
っ
た
ら
た
だ
ち
に
出
動
で
き
る
よ
う
に
、

西
に
頑
張
っ
て
い
る
。

　
（
ｄ
）
に
〔
共
同
の
親
権
者
〕
の
こ
と

　
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
と
山
神
と
は
カ
エ
ル
と
い
う
ム
ス
コ
・
ム
ス
メ
に
共

に
親
権
を
持
つ
。
神
話
伝
承
は
「
鉄
馬
銅
牛
を
駆
っ
て
颯
爽
と
敵
を
撃
ち

破
る
カ
エ
ル
息
子
」
は
誰
あ
ろ
う
天
神
の
息
子
で
あ
る
と
語
り
、
そ
し
て

ま
た
山
神
の
息
子
で
あ
る
と
も
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

雷
神
も
山
神
も
人
類
に
始
祖
を
授
け
、
子
の
な
い
夫
婦
に
子
宝
を
授
け

る
。
共
に
始
祖
神
で
あ
り
、
祖
先
神
で
あ
り
、
産
神
で
あ
っ
た
（
ｅ
）。

　

そ
の
他
に
も
両
神
は（
ｆ
）水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
水
難
旱
難
を
防
ぎ
、

（
ｇ
）
す
べ
て
の
邪
気
災
厄
疫
病
を
祓
い
、（
ｈ
）
五
穀
の
種
を
授
け
、（
ｉ
）

五
穀
豊
穰
と
六
畜
繁
殖
を
保
証
し
、（
ｊ
）
悪
龍
妖
魔
を
退
治
し
、（
ｋ
）

村
の
平
安
を
加
護
し
、（
ｌ
）
避
邪
の
宝
刀
宝
剣
宝
斧
を
持
つ
等
、
多
く
の

点
を
共
有
す
る
。
そ
し
て
両
者
と
も
に
犯
し
が
た
い
神
聖
さ
に
包
ま
れ
て

い
る
の
で
あ
る
（
ｍ
）。

　

そ
の
た
め
、
雷
神
祭
祀
と
山
神
祭
祀
と
は
ほ
と
ん
ど
同
等
に
考
え
ら
れ

て
い
る
。
年
の
変
わ
り
目
に
強
く
意
識
さ
れ
祀
ら
れ
る
の
は
、
雷
神
と
山

神
で
あ
る
。私
の
見
聞
か
ら
も
、彝イ

族
の
松
明
祭
り
や
壮

チ
ワ
ン

族
の
蠣

粽
ク
ワ
イ

節（
カ

エ
ル
祭
り
）
は
雷
神
を
、
苗

ミ
ャ
オ

族
の
端
午
節
や
水ス

イ
族
の
端

ト
ワ
ン
チ
ェ節

は
山
神
を
、各
々

祀
っ
て
か
ら
新
年
の
行
事
に
移
る
。「
雷
神
祭
祀
と
山
神
祭
祀
は
同
じ
」
と

雲
南
省
の
布プ

ー
ラ
ン朗

族
は
い
う
し（

６
）、

四
川
省
の
羌

チ
ャ
ン

族
も
「
山
神
を
祭
祀
す
る
時

に
は
必
ず
天
神
祭
祀
も
す
る
。
祭
山
会
は
祭
天
会
と
も
い
う
」

（
７
）。

　

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
営
み
で
の
多
く
の
相
似
は
、〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉

が
山
神
と
深
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
他
の
神
々
と
の
間
に

は
決
し
て
み
る
こ
と
の
で
き
な
い
濃
厚
な
関
係
で
あ
る
。

マ
ー
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（
三
）

　

で
は
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
と
山
神
と
は
、
ど
の
よ
う
な
点
で
対
立
す
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
第
一
は
、

　
　
　
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
の
鶏
嫌
い　

←
→　

山
神
の
鶏
好
き

で
あ
る
。

　
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
は
鶏
の
姿
を
し
て
い
る
。
雷
神
の
最
強
な
こ
と
は
古

今
東
西
知
れ
わ
た
っ
て
い
る
。
闇
に
の
さ
ば
っ
て
い
た
も
の
の
け

0

0

0

0

ど
も
は

〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
の
た
っ
た
の
一
声
で
雲
を
霞
と
消
え
去
る
。

　

と
こ
ろ
が
、〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
の
鶏
嫌
い
は
音
に
聞
こ
え
て
い
る
。
だ

か
ら
雷
神
の
住
処
が
あ
る
と
さ
れ
る
土
地
で
は
、
村
人
た
ち
は
雷
神
の
怒

り
を
恐
れ
て
養
鶏
を
し
な
い
。

　

湖
南
省
湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
鳳
凰
県
の
王
岩
村
（
苗
族
）
は
養
鶏

し
な
い
村
だ
っ
た
。
一
九
九
八
年
八
月
二
十
二
日
に
お
訪
ね
し
た
龍
成
宗

氏
は
「
こ
の
村
が
雷
公
洞
の
上
に
あ
る
か
ら
」
と
説
明
さ
れ
、

あ
る
年
、
私
が
子
ど
も
の
時
分
、
医
者
だ
っ
た
お
じ
い
さ
ん
が
病
人
を

治
し
た
お
礼
に
一
羽
の
鶏
を
貰
っ
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
む
げ
に
断
る
の

は
悪
い
の
で
貰
っ
て
き
た
が
、
持
ち
帰
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
と
り
あ

え
ず
あ
そ
こ
の
向
か
い
の
山
頂
に
置
い
て
き
た
。
す
る
と
雷
が
傍
ら
の

大
樹
に
落
ち
て
、
鶏
籠
は
真
っ
二
つ
に
な
っ
た
。

と
話
さ
れ
た
。
鶏
嫌
い
の
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
は
養
鶏
ど
こ
ろ
か
、
鶏
一

羽
の
持
ち
込
み
す
ら
許
さ
な
い
。

　

ち
な
み
に
日
本
の
天
神
信
仰
は
、
そ
の
そ
も
そ
も
に
雷
神
信
仰
が
あ
っ

て
、
鶏
は
避
け
る
べ
き
存
在
に
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。

　

山
神
が
鶏
大
好
き
な
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば

山
神
の
住
処
と
し
て
と
り
た
て
て
語
ら
れ
る
の
が
鶏

籠
山
や
鶏
冠
山
、公
鶏
山
（
公
鶏
は
オ
ン
ド
リ
の
意
）、

碧
鶏
山
等
と
い
う
点
だ
け
で
も
諒
解
さ
れ
よ
う
。『
苗

族
史
詩
』
で
も
山
神
は
夜
明
け
が
近
い
の
に
オ
ン
ド

リ
が
寝
り
こ
け
て
い
る
と
、「
そ
っ
と
オ
ン
ド
リ
を

ゆ
す
り
、
オ
ン
ド
リ
は
よ
う
や
く
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
と

鳴
く
」
の
で
あ
る
。
オ
ン
ド
リ
が
毎
日
暁
を
告
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
実
は
山
神
の
サ
ポ
ー
ト
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
っ
た
。

　

山
神
は
常
に
鶏
の
動
静
に
注
意
を
払
い
、
一
朝
事
あ
れ
ば
天
の
雷
神
の

元
に
飛
ん
で
行
く
。

　
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
は
徹
底
し
た
鶏
嫌
い
、
そ
れ
に
対
し
て
山
神
は
鶏
好

き
で
あ
っ
た
。

（
四
）　

　
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
と
山
神
の
対
立
点
の
第
二
は
、

　
　
　
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
の
鉄
好
き　

←
→　

山
神
の
鉄
嫌
い

で
あ
る
。

　
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
は
誕
生
時
こ
そ
〈
小
さ
子
〉
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、〈
天

の
一
日
地
の
一
年
〉
と
い
う
時
間
の
法
則
通
り
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
巨
人

に
な
る
。
鶏
卵
の
よ
う
な
混
沌
を
エ
イ
ー
ッ
と
鉄
斧
を
振
り
降
ろ
し
て
天

と
地
と
に
分
け
、
金
銀
で
日
月
を
鋳
造
し
て
天
に
掛
け
る
こ
と
な
ど
造
作

二神の嗜好（好き○、嫌い×）
鶏 塩 鉄

雷神 × × ○
山神 ○ ○ ×
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も
な
い
。
雷
鳴
稲
妻
と
同
時
に
大
山
を
真
っ
二
つ
に
す
る
こ
と
も
朝
飯
前

の
、
偉
大
な
る
鍛
冶
神
で
あ
る
。

　

そ
れ
な
ら
ば
雷
神
の
体
重
は
い
か
ば
か
り
か
。
神
話
は
「
ち
ょ
っ
と
停

ま
る
と
お
山
が
沈
む
ほ
ど
」
の
超
重
量
で
、「
あ
わ
て
て
飛
び
立
っ
て
よ
う

や
く
停
ま
っ
た
の
は
鉱
物
資
源
を
豊
富
に
埋
蔵
す
る
鉱
山
だ
っ
た
」
と
語

る
。
た
と
え
ば
雲
南
省
大
理
白
族
自
治
州
の
賓
川
県
に
聳
え
る
鶏
足
山
は

海
抜
三
二
四
八
メ
ー
ト
ル
で
、
原
生
林
に
覆
わ
れ
た
鉱
物
資
源
の
宝
庫
。

雷
神
が
よ
う
や
く
翼
を
休
め
た
の
は
こ
の
鶏
足
山
で
あ
っ
た
と
、「
鶏
足
山

の
由
来
」
は
告
げ
る（

８
）。

　

盤
古
も
超
重
量
の
天
神
で
あ
る
。
河
南
省
の
最
南
端
、
南
陽
市
桐
柏
県

に
あ
る
盤
古
山
は
、
海
抜
四
五
九
メ
ー
ト
ル
の
盤
古
の
居
住
地
と
し
て
名

高
い
聖
山
。
実
は
盤
古
は
こ
れ
よ
り
前
に
近
く
の
山
に
腰
を
下
ろ
し
た
が
、

そ
の
と
た
ん
に
山
が
ひ
し
ゃ
げ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
「
盤
古
は
こ
こ
か

ら
西
に
少
し
行
っ
た
山
に
坐
っ
た
。
そ
れ
が
今
の
盤
古
山
で
あ
る
」。
こ
の

盤
古
山
は
金
銀
銅
鉄
等
を
埋
蔵
す
る
鉱
山
で
、
と
り
わ
け
金
は
全
国
第
一

と
い
う
お
山
。
山
頂
が
ひ
し
ゃ
げ
て
し
ま
っ
た
山
は
歪
頭
山
と
呼
ば
れ
て

い
る（

９
）。

も
ち
ろ
ん
盤
古
も
鶏
卵
か
ら
誕
生
し
た
。〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
と
同

等
の
天
神
で
あ
る
。

　

雷
神
は
鉄
鍛
冶
の
権
化
と
し
て
鉄
を
好
む
の
は
も
と
よ
り
、
自
ら
鋼
鉄

に
も
優
る
体
躯
で
あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
雷
神
の
停
ま
る
山
頂
や
大
樹
の
樹
冠
部
、
柱
の
先
端
等
の

玉
座
は
、〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
の
超
重
量
を
ら
く
ら
く
と
支
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
単
に
そ
こ
ら
の
大
山
や
大
樹
、
ポ
ー
ル
で
は
な
い
か
ら
、

念
の
た
め
【
図
４
】。

　

そ
れ
に
対
し
て
山
神

は
、
一
本
の
鉄
釘
で
も
恐

れ
る
鉄
嫌
い
と
し
て
知
ら

れ
る
。
も
と
よ
り
地
中
の

金
銀
銅
鉄
を
管
轄
し
て
い

る
に
せ
よ
。
鶏
身
の
雷
神

が
鶏
嫌
い
で
あ
る
の
に

対
応
し
て
。
一
例
を
挙

げ
れ
ば
、
雲
南
省
大
理

白
族
自
治
州
漾
濞
彝
族

自
治
県
鶏
街
の
彝イ

族
の

「
阿ア

ク
シ
ミ
ン

苦
世
命
」（
世
々
代
々
生
活
が
苦
し
い
村
の
意
）
は

（
（（
（

、

山
の
上
の
こ
の
村
に
、
龍
王
の
戦
馬
で
一
日
八
千
里
を
走
る
と
い
う
う
わ

さ
の
名
馬
が
い
る
。
麓
の
漢
族
の
首
領
が
伝
え
聞
い
て「
龍
馬
を
捕
え
よ
」

と
命
じ
る
。
龍
馬
は
龍
が
淵
の
ほ
と
り
で
人
馬
に
囲
ま
れ
る
と
、
淵
に

跳
び
込
む
。
首
領
は
「
一
と
月
以
内
に
こ
の
山
の
地
脈
を
断
て
」
と
命

じ
る
。
地
脈
を
掘
る
も
、
翌
日
に
は
ま
た
元
通
り
。
麓
の
人
々
は
首
が

と
ぶ
の
を
恐
れ
、
夜
も
地
脈
の
辺
り
を
見
張
る
。
真
夜
中
、
山
神
が
龍

王
に
「
わ
し
は
少
し
も
怖
く
な
い
。
た
だ
鉄
釘
を
打
ち
こ
ま
れ
た
ら
お

し
ま
い
だ
」
と
話
す
。
翌
日
人
々
は
鉄
釘
を
埋
め
る
。
掘
ら
れ
た
穴
は

復
元
で
き
な
く
な
る
。

　

名
馬
を
捕
え
る
の
に“
地
脈
を
掘
る
”の
は
奇
想
天
外
か
も
知
れ
な
い
が
、

〔図4〕	 　函谷関東門の金鶏（漢代）
（王子今『門祭与門神崇拝』1996　上海三聯出版社）
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伝
承
曼
荼
羅
で
は
馬
は
し
ば
し
ば
地
脈（
龍
脈
）に
添
っ
て
山
を
か
け
上
り
、

場
合
に
よ
っ
て
天
ま
で
か
け
昇
る
。
こ
の
首
領
は
名
馬
が
地
脈
に
潜
ん
で

い
る
と
に
ら
ん
だ
。
地
脈
は
山
神
の
地
盤
。
山
神
に
と
っ
て
地
脈
に
鉄
釘

を
打
ち
こ
ま
れ
る
の
は
致
命
傷
だ
っ
た
。

　
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉は
鉄
好
き
に
対
し
て
、山
神
は
大
の
鉄
嫌
い
で
あ
っ
た
。

（
五
）

　
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
と
山
神
の
対
立
点
の
第
三
は
、

　
　
　
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
の
塩
嫌
い　

←
→　

山
神
の
塩
好
き

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
塩
は
岩
塩
の
こ
と
、
し
た
が
っ
て
山
神

の
管
轄
。

　

な
に
し
ろ
鉄
が
一
番
嫌
う
の
は
塩
気
、“
鉄
に
塩
”
は
相
性
が
悪
い
こ
と

並
び
無
い
。
し
た
が
っ
て
鶏
嫌
い
の
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
は
、
た
ま
た
ま

招
待
さ
れ
て
訪
ね
た
家
の
食
卓
に
塩
を
加
え
た
鶏
肉
料
理
の
皿
が
あ
っ
た

ひ
に
は
、
悲
鳴
を
あ
げ
て
天
に
戻
る
や
、
た
だ
ち
に
こ
の
世
を
水
底
に
沈

ま
せ
る
大
洪
水
を
起
こ
す
。
そ
れ
ほ
ど
に
怒
り
心
頭
で
あ
る
。

　

前
述
の
養
鶏
を
し
な
い
王
岩
村
で
は
高
台
に
あ
る
磐
座
の
よ
う
な
大
岩

に
土
地
廟
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
龍
成
宗
氏
に
よ
る
と
、「
土
地
菩
薩
は
こ
こ

で
村
人
を
護
っ
て
い
」
て
、
大
旱
魃
に
は
雷
神
祭
祀
を
し
た
そ
う
で
あ
る
。

雷
神
祭
祀
と
山
神
祭
祀
と
は
混
在
し
て
い
た
。
そ
の
雨
乞
い
祭
祀
は
、　

日
照
り
の
激
し
さ
に
よ
っ
て
幾
つ
か
の
村
、
も
し
く
は
郷
ほ
ど
の
単
位

で
寄
付
を
つ
の
り
、
村
ご
と
に
二
人
ず
つ
代
表
を
出
す
。
こ
の
代
表
は

心
根
の
良
い
人
に
限
る
。
雷
神
の
好
み
だ
か
ら
ね
。
村
人
か
ら
選
ば
れ

た
心
の
き
れ
い
な
代
表
た
ち
は
土
地
廟
に
集
ま
っ
て
二
頭
の
煮
豚
を
捧

げ
る
。
そ
の
鍋
に
は
塩
を
い
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
ト
ウ

ガ
ラ
シ
を
入
れ
る
。
お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
は
禁タ

ブ
ー忌

で
、
と
り
わ
け
“
塩
”

と
い
っ
て
は
い
け
な
い
。
雷
神
は
塩
を
恐
れ
る
か
ら
ね
。

と
説
明
さ
れ
た
。
雷
神
も
山
神
も
“
心
の
き
れ
い
な
人
”
が
好
み
で
あ
る

点
は
、「
こ
の
世
は
働
き
者
で
心
清
き
人
類
で
満
た
さ
れ
る
べ
き
」
と
い
う

〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
の
哲
学
に
寄
り
添
う
。「
旱
魃
や
病
気
な
ど
で
雷
神
祭

祀
を
す
る
時
に
は
牛
や
豚
の
肉
に
塩
を
入
れ
て
煮
て
は
い
け
な
い
し
、
周

り
の
人
々
は
お
し
ゃ
べ
り
し
て
も
い
け
な
い
。
ま
し
て
み
だ
り
に
“
塩
”

と
か
“
鶏
”
と
か
を
口
に
出
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
所
も
あ
る

（
（（
（

。
雷

神
祭
祀
に
は
塩
は
禁
物
で
あ
っ
た
。

　
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
の
塩
嫌
い
に
対
し
て
、
山
神
は
大
の
塩
好
き
。
そ
れ

は
山
神
よ
り
む
し
ろ
「
社
王
」
と
か
「
社
王
の
伝
説
」
と
か
の
よ
う
に
「
社
」

を
好
ん
で
用
い
る
伝
承
群
に
顕
著
で
、
と
り
わ
け
西
南
部
華
南
部
で
ほ
と

ん
ど
揺
れ
が
な
く
語
ら
れ
て
い
る
。

　

皇
帝
（
盤
古
、
国
王
、
地
方
長
官
等
）
が
春
社
（
誕
生
日
、
皇
帝
の

下
向
等
）
に
宴
会
を
催
す
。
食
卓
に
は
山
海
の
珍
味
が
並
ぶ
。
皇
帝
は

大
満
足
で
、
臣
下
や
客
人
た
ち
に
向
か
っ
て
「
ど
の
料
理
が
一
番
お
い

し
い
か
」
と
聞
く
。
客
た
ち
は
口
々
に
料
理
の
名
前
を
口
に
す
る
（
気

難
し
い
皇
帝
の
気
質
を
恐
れ
て
皆
押
し
黙
る
）。
そ
こ
へ
シ
ェ
フ
（
料
理

人
、
社
王
）
が
料
理
を
運
ん
で
く
る
。
シ
ェ
フ
は
即
座
に
「
塩
で
す
」

と
い
う
。
こ
れ
が
皇
帝
の
逆
鱗
に
ふ
れ
て
た
だ
ち
に
首
を
は
ね
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
の
料
理
は
ま
る
で
砂
を
噛
む
よ
う
。
皇
帝
が
厨
房
の
者
を
呼
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び
つ
け
る
と
、「
前
任
者
が
塩
を
入
れ
た
た
め
に
首
を
は
ね
ら
れ
た
か
ら
、

塩
を
い
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
皇
帝
は
深
く
後
悔
し
、
シ
ェ
フ
を
「
社

王
」
に
封
じ
る
。

　

皇
帝
が
非
を
認
め
た
こ
の
日
は
立
春
後
の
五
番
目
の
戊

つ
ち
の
えの

日
だ
っ
た
。

五
行
で
は「
土
」に
当
た
る
。
中
国
で
は
広
く
こ
の
日
を「
春
社
」（
二
月
社
）、

立
秋
後
の
五
番
目
の
戊
の
日
を
「
秋
社
」（
八
月
社
）
と
し
て
、
土
地
の
祭

祀
、
五
穀
神
の
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
る
。
人
々
は
こ
の
日
社
壇
に
行
く
と
、

線
香
を
あ
げ
紙
銭
を
焚
き
、
肉
の
供
物
に
は
わ
ざ
わ
ざ
ひ
と
つ
ま
み
の
食

塩
を
の
せ
る
の
を
忘
れ
な
い
。
社
飯
を
食
べ
る
前
に
、
ま
ず
塩
水
を
飲
む

と
す
る
所
も
あ
る
。

　

幸
い
私
は
〈
社
王
は
塩
〉
と
い
う
伝
承
を
、
大
瑶
山
で
採
集
し
た
。

一
九
九
一
年
十
一
月
十
二
日
の
こ
と
。
広
西
壮
族
自
治
区
金
秀
瑶
族
自
治

県
六
巷
郷
の
門
頭
村
（
花
藍
瑶
）
で
、胡
漢
光
氏
（
師シ

ー
コ
ン公

〔
位
の
高
い
巫
師
〕、

老ラ
オ
イ
ー
レ
ン

芸
人
〔
民
間
の
芸
術
家
、
村
の
知
識
人
と
し
て
尊
敬
を
集
め
る
人
〕）
か

ら
伺
っ
た
「
社
王
の
故
事
」
で
あ
る
。

盤
古
が
石
を
産
ん
だ
。
盤
古
の
産
ん
だ
子
は
真
ん
丸
な
石
だ
っ
た
。
盤

古
は
困
っ
て
、
夜
中
に
ひ
そ
か
に
道
端
に
置
い
た
。
数
日
し
て
母
牛
が

通
り
か
か
り
、
こ
の
美
し
い
石
に
気
づ
い
て
嘗
め
て
み
た
。
そ
れ
は
お

い
し
か
っ
た
か
ら
、
母
牛
は
思
わ
ず
丸
の
ま
ま
呑
み
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。

不
思
議
な
こ
と
に
母
牛
は
身
ご
も
り
、
月
満
ち
て
塩
を
産
ん
だ
。
牛
か

ら
塩
の
子
が
生
ま
れ
た
の
だ
。
盤
古
は
こ
の
塩
を
持
ち
帰
っ
て
育
て
た
。

ず
っ
と
た
っ
て
、
塩
は
人
々
と
五
穀
六
畜
を
司
る
よ
う
に
な
っ
た
。
牛

は
そ
れ
以
来
、
石
を
避
け
て
通
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
し
ま
い
。

　

つ
い
に
〈
社
王
は
塩
〉
で
あ
る
と
い
う
伝
承
に
巡
り
合
え
て
、
私
は
欣

喜
雀
躍
し
た
。
社
王
は
塩
好
き
の
は
ず
で
あ
る
、ご
自
身
が
塩
な
の
だ
か
ら
。

　

そ
れ
は
ま
た
ご
自
身
が
鶏
身
で
あ
る
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
が
鶏
嫌
い
で

あ
る
と
い
う
点
と
メ
ー
ビ
ウ
ス
の
帯
で
あ
り
、〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
が
塩
嫌

い
で
あ
る
と
い
う
点
と
も
響
き
合
う
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
に
は
塩
無
添
加
食
品
を
差
し
上
げ
、

山
神
に
は
塩
添
加
食
品
を
差
し
上
げ
る
の
が
筋
だ
っ
た
。

（
六
）

　

こ
こ
で
は
視
点
を
変
え
て
、〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉

と
山
神
の
天
上
界
、
地
界
、
地
下
界
の
三
界
に
お

け
る
職
責
の
分
担
を
み
て
み
た
い
。

　
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
は
本
籍
を
「
天
」
に
置
い

た
ま
ま
、
む
し
ろ
こ
の
世
の
「
地
」
に
お
い
て
、

至
高
神
と
し
て
の
職
責
を
全
う
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
山
神
も
、言
う
ま
で
も
な
く
本
籍
は
「
地
」

で
あ
り
、
こ
の
地
に
お
い
て
職
責
を
果
そ
う
と
努

め
て
い
る
。

　

山
神
は
、
加
え
て
「
地
底
」
に
お
い
て
も
余
人
を
も
っ
て
代
え
難
い
重

大
な
任
務
を
帯
び
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
陝
西
省
の
「
社
王
」
の

物
語
の
「
閻
魔
王
は
シ
ェ
フ
だ
っ
た

（
（（
（

」
は
、

料
理
上
手
な
閻
楽
が
皇
帝
の
シ
ェ
フ
に
な
る
。
皇
帝
は
あ
る
日
閻
楽
に
、

「
こ
の
世
で
一
番
お
い
し
い
も
の
は
何
か
」
と
聞
く
。「
塩
が
一
番
」
と

二神の職責分担

天上界 　雷神

地　界 雷神・山神

地下界 　　　山神
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答
え
る
と
皇
帝
は
怒
り
、
た
だ
ち
に
閻
楽
の
首
を
は
ね
る
。
そ
れ
以
来

ま
ず
い
料
理
ば
か
り
。
皇
帝
は
後
悔
し
、
閻
楽
を
「
塩
王
」
に
封
じ
る
。

こ
う
し
て
塩
王
と
い
う
贈
り
名
（
諡
号
）
を
賜
っ
た
閻
楽
は
、
地
獄
を

司
る
閻
魔
王
と
な
る
。

と
い
う
物
語
。
閻
楽
は
「
社
王
」
で
は
な
く
「
塩
王
」
に
封
じ
ら
れ
た
が
、

一
群
の
「
社
王
」
の
伝
承
と
同
じ
モ
テ
ィ
ー
フ
。
社
王
と
お
ぼ
し
き
「
塩
王
」

は
地
下
を
司
る
閻
魔
王
（
原
文
は
閻
王
）
に
な
っ
た
。
な
お
塩

イ
エ
ンと

閻
イ
エ
ンと

は

同
音
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
決
し
て
稀
少
な
事
例
で
は
な
い
。
私
も
大
瑶
山
で
閻
魔
王
と
な
っ

た
「
社
王
」
を
採
集
し
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
八
八
年
三
月
二
十
四
日
に
金

秀
県
長
洞
郷
の
三
角
村
と
い
う
山
子
瑶
（
瑶
族
の
一
族
支
）
の
村
を
訪
ね
た

折
、李
家
行
氏（
農
民
）か
ら
伺
っ
た「
塩
を
供
え
て
お
弔
い
」（
吊
喪
斎
塩
）で
、

　

盤
古
王
の
誕
生
祝
い
に
山
海
の
珍
味
が
並
び
、
客
た
ち
は
褒
め
た
た

え
る
。
た
だ
秦
将
と
い
う
シ
ェ
フ
が
「
塩
こ
そ
美
味
の
源
」
と
い
う
。

盤
古
は
聞
き
と
が
め
て
首
を
は
ね
る
、
翌
日
並
ん
だ
の
は
ま
ず
い
料
理
。

料
理
人
た
ち
は
訳
を
話
し
、「
王
が
善
悪
の
見
境
も
な
く
真
実
を
言
っ
た

秦
将
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
」
と
訴
え
る
。
盤
古
は
誤
り
を
認
め
て
秦
将

を
「
社
王
」
に
封
じ
て
村
々
に
社
廟
を
設
け
さ
せ
、
春
秋
の
二
度
の
社

日
に
祭
祀
を
と
り
行
う
よ
う
に
定
め
る
。

こ
こ
ま
で
は
従
前
の
「
社
王
」
の
物
語
に
同
じ
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
は
そ

の
先
が
あ
っ
た
。

　

首
を
は
ね
ら
れ
た
社
王
は
、
冥
界
十
殿
閻
魔
王
の
第
一
の
関
所
に
あ
っ

て
、
冥
界
の
王
道
を
司
っ
て
い
る
。
死
者
は
道
師
に
導
か
れ
て
社
王
の

前
に
出
る
と
、
ま
ず
こ
こ
で
神
判
を
受
け
る
。
も
し
も
無
実
な
ら
ば
霊

魂
は
つ
つ
が
な
く
冥
界
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
死
者
の
親
類
も
食
塩
で

精
進
潔
斎
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
こ
れ
は
習
慣
と
な
り
、

代
々
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

　

語
り
手
の
李
氏
は
、
こ
の
伝
承
に
ま
つ
わ
る
次
の
よ
う
な
習
俗
も
あ
る

と
前
置
き
し
て
、「
葬
儀
に
は
親
族
は
死
者
を
納
棺
す
る
ま
で
靴
や
帽
子
を

と
り
、
椅
子
に
坐
ら
ず
、
肉
や
脂
っ
こ
い
料
理
は
食
べ
ず
、
茶
碗
や
箸
も

使
わ
ず
、
髪
を
梳
か
さ
ず
顔
も
洗
わ
ず
、
ま
だ
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
、

と
に
か
く
ひ
た
す
ら
死
者
を
敬
い
死
者
の
恩
に
感
謝
の
念
を
表
す
こ
と
が

大
事
。
二
、三
食
分
の
塩
を
捧
げ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
故

事
は
そ
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の
だ
よ
」
と
、
説
明
さ
れ
た
。

　

中
国
に
は
死
者
が
出
る
と
必
ず
土
地
廟
に
報
告
に
行
き
、
祠
堂
の
祭
祀

や
墓
参
り
、
墓
穴
を
掘
る
時
に
は
山
神
を
祀
る
と
い
う
習
俗
が
み
ら
れ
る

（
祭
后
土
）。
思
え
ば
墓
地
も
山
神
の
管
轄
下
に
あ
り
、
そ
れ
に
山
神
は
祖

先
神
で
も
あ
っ
た
。

　

地
下
界
の
閻
魔
王
に
変
じ
た
山
神
は
、
死
者
が
生
前
心
清
ら
な
働
き
者
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
神
判
を
下
す
。
山
神
が
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
と
す
か
さ
ず

〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
死
者
の
霊
魂
は
つ
つ
が
な
く

祖
先
の
集
う
所
（
西
天
・
北
・
山
の
向
こ
う
、
こ
の
ず
っ
と
先
の
地
等
）
へ

い
ざ
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
開
路
鶏
、
領
路
鶏
、
度
関
鶏
）。
水
底
が
天
に

通
じ
て
い
る
と
い
う
思
想
と
同
様
に
、
地
底
も
天
に
通
じ
て
い
た
。
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（
七
）

　

こ
こ
で
改
め
て
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
と
山
神
を
み
る
と
、（
ｍ
）
の
〔
犯

し
が
た
い
神
聖
さ
〕が
秘
め
る〔
庶
民
性
〕と
い
う
共
通
項
も
窺
え
る（
n
）。

　

一
目
瞭
然
な
の
は
山
神
で
あ
る
。
山
神
の
在
所
は
山
頂
や
大
樹
の
根
元
、

大
岩
の
下
、
村
の
入
口
、
辻
、
丁
字
路
、
墓
地
等
の
地
に
ぽ
つ
ん
と
立
つ
、

石
積
み
で
囲
ん
だ
よ
う
な
祠
【
図
５
】。
そ
れ
で
は
余
り
に
質
素
と
思
わ
れ

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
た
と
え
ば
毛マ

オ
ナ
ン南

族
の
「
社
の
祭
り

（
（（
（

」
が
、

玉
帝
に
社
王
に
封
じ
ら
れ
て
こ
の
世
に
遣
わ
さ
れ
た
社
王
は
、
日
差
し

と
雨
避
け
の
麦
藁
帽
子
を
買
っ
て
、
三
百
六
十
あ
る
毛
南
地
域
の
村
々

を
一
日
一
村
ず
つ
見
回
っ
た
。
暗
く
な
る

と
、
村
は
ず
れ
の
岩
の
下
で
夜
を
過
ご
し

た
。
そ
こ
で
人
々
は
、
そ
の
大
岩
の
下
に

廟
を
建
て
た
。
廟
の
中
で
麦
藁
帽
子
を
被

り
砂
埃
に
ま
み
れ
て
い
る
石
像
は
、
社
王

の
化
身
で
あ
る
。

と
語
る
よ
う
に
、
山
神
は
こ
の
一
帯
だ
け
で

も
三
百
六
十
も
の
村
々
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

い
ち
い
ち
壮
麗
な
廟
を
建
て
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
し
、
第
一
そ
れ
は
山
神
の
望
む
と
こ

ろ
で
は
な
い
。
山
神
は
謙
譲
の
美
徳
に
徹
し

た
庶
民
的
な
神
様
で
あ
っ
た
。

　

重
要
な
の
は
、
こ
の
庶
民
性
は
決
し
て
山

神
の
神
格
を
損
な
わ
な
い
と
い
う
点
で
あ

る
。
人
々
が
節
日
や
慶
祝
に
、
重
病
人
の
魂
を
呼
び
戻
す
時
に
、
死
者
の
報

告
に
、
葬
儀
の
日
に
、
真
っ
先
に
お
参
り
す
る
の
は
山
神
の
元
で
あ
る
。
山

神
廟
の
石
囲
い
に
は
指
一
本
触
れ
て
は
な
ら
な
い
、
落
葉
が
積
っ
て
い
て
も

払
っ
て
は
な
ら
な
い
、
正
月
に
総
出
で
掃
除
し
て
、
そ
れ
か
ら
鄭
重
に
お
祀

り
す
る
と
い
う
厳
重
な
禁
忌
を
守
る
村
さ
え
見
聞
し
た
（
王
岩
村
等
）。

　
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
は
言
う
ま
で
も
な
く
光
明
照
り
輝
く
太
陽
神
。
雷
神

の
前
で
は
た
と
え
ど
れ
ほ
ど
壮
麗
な
廟
を
建
立
し
た
と
し
て
も
、
チ
ャ
チ

に
見
え
る
の
だ
か
ら
。

　

け
れ
ど
も
こ
の
雷
神
に
し
て
も
庶
民
性
は
重
ん
じ
て
い
る
。
節
日
や
慶
祝

の
折
、
人
々
は
争
う
よ
う
に
〈
オ
ン
ド
リ
雷
神
〉
の

姿
を
村
の
中
（
西
、
中
央
）
や
家
に
飾
り
ベ
ッ
ド
に

飾
り
身
に
飾
る
。
そ
れ
を
雷
神
は
人
々
と
共
に
心
か

ら
楽
し
ん
で
い
る
風
な
の
で
あ
る
。
祭
り
は
一
様
に

「
娯
神
節
」（
神
を
楽
し
ま
せ
る
祭
り
）
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、「
雷
神
の
鶏
嫌
い
、
塩
嫌
い
、
鉄
大
好
き
」

と
「
山
神
の
鶏
好
き
、
塩
好
き
、
鉄
大
嫌
い
」
は
、

彼
ら
の
公
認
さ
れ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で
あ

る
。
そ
し
て
雷
神
は
天
上
界
と
地
界
を
、
山
神
は

地
界
と
地
下
界
を
、
担
当
し
て
い
る
。
互
い
に
二

つ
ず
つ
の
世
界
の
経
営
に
協
力
し
合
い
つ
つ
も
、

全
責
任
を
負
う
の
で
あ
る
。
こ
の
両
神
の
職
責
の

絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
、
神
話
や
信
仰
、
習
俗

等
有
形
無
形
に
造
形
さ
れ
創
造
さ
れ
た
あ
り
っ
た

〔図5〕大崖の前の山神廟と童顔の山神（土地）
湘西州鳳凰県の山江村への道沿いにて（1998年8月24日）
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け
が
有
機
的
に
合
体
す
る
伝
承
曼
荼
羅
が
構
築
さ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
伝
承
曼
荼
羅
か
ら
、
私
は
「
山
神
は
こ
の
世
に
お
け
る
雷

神
の
理
念
の
具
現
者
で
あ
る
」
と
い
う
発
信
を
受
け
と
め
た
。
そ
こ
で
「
蓑

と
五
徳
と
来
訪
神
（
三
）(((

(

」
で
、

年
の
変
わ
り
目
の
雷
神
の
訪
れ
を
、
雷
神
の
理
念
の
代
行
者
で
あ
る
山

神
の
訪
れ
を
、
人
々
は
ど
れ
ほ
ど
待
ち
望
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

と
も
山
神
は
人
々
の
旧
年
の
災
厄
を
祓
い
子
宝
が
欲
し
い
と
い
う
願
い

を
適
え
る
力
量
に
不
足
が
あ
っ
て
、
神
話
伝
承
世
界
が
構
築
す
る
曼
荼

羅
世
界
に
は
た
だ
の
一
度
も
登
場
せ
ず
、
素
性
の
知
れ
な
い
“
異
郷
か

ら
来
る
異
装
の
異
人
神
”
を
迎
え
る
要
が
あ
る
と
い
う
の
な
ら
と
も
か

く
、
山
神
に
は
こ
れ
と
い
っ
て
過
失
が
な
い
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
ま
で
重

大
な
職
責
を
果
し
お
お
せ
て
き
た
。
そ
れ
な
ら
ば
こ
の
日
に
人
々
の
歓

声
に
包
ま
れ
て
迎
え
ら
れ
る
の
は
山
神
で
あ
る
と
、
伝
承
曼
荼
羅
は
伝

え
て
い
る
の
で
あ
る
。（
略
）
山
神
に
し
て
も
、
年
の
変
わ
り
目
と
い
う

重
要
な
節
目
に
村
人
全
員
の
前
に
現
れ
て
、
村
人
の
願
い
を
つ
ぶ
さ
に

聞
い
て
回
る
任
を
負
っ
て
い
よ
う
。

と
述
べ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

注（
1
）	

主
に
「
鶏
身
の
雷
神
か
ら
観
音
へ
の
展
開
―
観
音
の
限
り
な
き

鶏
神
志
向
を
満
た
し
て
―
」『
民
間
説
話
―
日
本
の
伝
承
世
界
―
』

一
九
八
九　

世
界
思
想
社
、「
伝
承
曼
荼
羅
の
見
取
り
図
―
観
音
を

巡
っ
て
―
」『
説
話
・
伝
承
学
』
第
十
号　

二
〇
〇
二
等
。
な
お
、

私
が
〈
伝
承
曼
荼
羅
〉
か
ら
学
び
取
っ
た
構
造
や
主
題
、命
題
、法
則
、

哲
学
、
理
念
等
に
つ
き
そ
の
論
拠
を
示
す
べ
き
と
こ
ろ
、
余
り
に
も

大
量
な
た
め
、
そ
れ
は
拙
著
『
中
国
の
伝
承
曼
荼
羅
』『
中
国
神
話

の
構
造
』
や
拙
論
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
2
）	「
西
南
中
国
の
来
訪
神
―
新
年
の
子
宝
祈
願
―
」『
昔
話
と
年
中
行

事
』
一
九
九
五　

三
弥
井
書
店
、「
蓑
と
五
徳
と
来
訪
神
（
三
）」『
ア

ジ
ア
民
族
造
形
学
会
誌
』
第
五
号　

二
〇
〇
五
等

（
3
）	

馬
学
良
・
今
旦
訳
注  

『
苗
族
史
詩
』
一
九
八
三　

中
国
民
間
文
芸
出

版
社

（
4
）	「
黒
木
越
与
色
絡
米
」『
山
茶
』
第
五
期　

一
九
八
九

（
5
）	「
金
盆
地
」『
山
茶
』
第
三
期　

一
九
九
二

（
6
）	

雲
南
省
編
輯
組 『
布
朗
族
社
会
歴
史
調
査
（
一
）』
一
九
八
一　

雲
南

人
民
出
版
社　

七
七
頁

（
7
）	

当
該
書
編
審
委
員
会
『
中
国
各
民
族
宗
教
与
神
話
大
詞
典
』

一
九
九
〇　

学
苑
出
版
社　

五
二
五
頁

（
8
）	「
鶏
足
山
的
由
来
」『
鶏
足
山
的
伝
説
』
一
九
八
五　

雲
南
人
民
出
版
社

（
9
）	

馬
卉
欣
『
盤
古
之
神
』
一
九
九
三　

上
海
文
芸
出
版
社

（
10
）	「
阿
苦
世
命
」『
山
茶
』
第
六
期　

一
九
八
六

（
11
）	

石
啓
貴
『
湘
西
苗
族
実
地
調
査
報
告
』
一
九
八
六　

湖
南
人
民
出
版
社

（
12
）	「
閻
王
原
本
是
厨
師
」『
民
間
文
学
』
第
四
期　

二
〇
〇
〇

（
13
）「
祭
社
」『
毛
南
山
郷
風
情
録
』
一
九
九
四　

四
川
民
族
出
版
社

（
14
）
同
（
2
）

（
も
も
た
・
や
え
こ
／
中
日
文
化
研
究
所
）


